














二作品においては'｢外的な力｣に頼ること -､｢背吏である張鼎が､綿密な調査にもとづき'事件 ｣｡いずれの作品も殺人事件を扱い'犯人の陰謀によっていったんは無実の者が獄につながれるが 張鼎の推理によって真犯人が判明し､しかるべき判決が下されるのである｡ 魔合羅｣　では被害者の妻に横恋慕する従弟が犯人､｢勘
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頭巾」では被害者の妻と私通している道士が犯人であり、どちらも殺人に及ぶきっかけは色恋沙汰である。二作品には、被害者の妻たち 貞/不貞は対照的であるものの、ほぼ同じ構造が隠されているが、その構造の内にあって劇を展開させる諸要素の配置の仕方においては「魔合羅」が格段に優れている。本稿では、「魔合羅」の構造とその劇展開の力学を明らかにするとともに、戯曲制作の手法 一つの可能性を提示したい。





留とともに登場する。李徳昌は占いで予言された百日の災難を避けるために南昌に商売に出かけるので、叔父であをつけて家事に専念するよう言いつける。る李彦実 挨拶に来たのだ。帰り道 玉娘 夫に、文道が頻りに自分をからかうことを打ち明け、徳昌は留守中気
一方、李彦実も、兄嫁をからかうなと息子をたしなめる。
徳昌が出発してしばらく経ち、李文道は玉娘をからかいに行って父親に叱られる。李徳昌は行商の帰り道、もう




L､先回-して徳昌を薬殺しょうと思いついて､高山にはでたらめの場所を教える｡高山はあちこち歩かされて疲れ果て'とある店のまえでしばし荷を下ろすと玉娘が出てきて､ここが目指していた家とわかる｡玉娘は伝言の礼を言い'高山は仏留に魔合羅を7つ贈る｡玉娘は ぐに徳昌のもとへ駆けつけることにす ｡片や有道将軍廟にいる徳昌が､玉娘がなかなか来て-れないのをあやしんで ると'文道がやってきて診察するふ-をして徳昌に毒を
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盛り､金品をもっ 逃げる｡次いで玉娘が到着し'動かない夫をロバに乗せて家に連れ帰る ､徳昌は七つの穴から血を流して死ぬ｡あわてて李文道を呼ぶと､自分の女房に らなければ殺人犯とし 訴えると詰めよられ､女房になるの 断っ 役所に訴えられ ｡玉娘は拷問を受け 虚偽の自白 して牢屋に入れられ o文道は剰矧(青史)に賄賂を贈っていた｡･第三折　(正末は張鼎､場所は役所)
河南府に新しい㈲列(長官)が着任する｡玉娘は再び取調べを受けるが令史に脅迫されていて何も言えず､死刑
の判決を受ける｡役所の門のところで刑場へ護送さ のを待つ劉玉娘 六案都孔目の張鼎 見 あや み､玉娘の訴えを聞いて判決に疑問を持つ｡府升や令史は機嫌をそこね､府声は張鼎に三日以内に無実 証明するよう命じる｡･第四折　(同上)
張鼎が劉玉娘の柳を解いて取調べをする｡玉娘は夫が病気であるという知らせを持ってきたのが魔合羅売りで

































寄個信｡(李背云) 好了｡則除是這般｡(向高云)　老的､這是小酷務巷､還有個大酪務巷｡体投棄往西行､投南往北走､転過一個湾児､門前 株大塊樹'高房子'紅抽門児､縁油窓児､門上掛着斑竹簾児､簾児下臥着個海臥狗児､別那便是 徳昌家｡(高)　謝了寄寄｡(倣挑担行科)　好寄寄説与我 投棄往西行､投南往北走､転過湾児､門前7株大塊樹､高房子､紅抽門児､鯨油窓児､掛着斑竹簾児'簾児下臥着個海臥狗児｡仮若走了那海臥
〓 )






























うお金もないのに､どこにそんなお金があるの 高山)　坊やを打つのはおやめなさい｡わしがこの子に魔合経を一つやろう｡大事にして､こわすんじゃないよ｡ほら､底にわしの名前があるだろう'｢高山作｣とな｡おとうさんが帰ってきなさってこの魔合羅を見れば'わしがちゃんと伝言したかどうか あとでりつば 証拠になるからな｡(退場)
高山はやっと李徳昌との約束を果たすことができた｡正しい相手が伝言を受け取ったのである｡しかし最初の｢誤配｣とのあいだに経過していた時間に乗じた李文道によって､李徳昌は命を落とすことになる｡劉玉娘は急い















る途中､城外の五道将軍廟で病にかかったのでございます｡わた-しはロバを借りて急いで廟に駆けつけましたが､話しかけても答えず 家に連れ帰ったところ七つの穴か どっと血を流したかと思うと息絶えて んでしまいました｡わたくしが義弟の文通さんを呼んだところ､文通さんは くし 間男が ると言います｡わ
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千)　かしこま-ました｡(劉玉娘登場して)　にいさん､お呼びですか｡(張子)　お役人にお日通-だ｡(令史)こら女､新しいお役人がやってきてお前を調べるってことだが､何にも言うなよ｡滅多なことを言うと俺が打ち殺すぞ｡張子'広間へ連れて行け｡(張千)　犯人の女です｡(劉玉娘脆-しぐさ)　(府ヂ)　これが処刑される予定の女囚か (令史)　さようでございます｡(府ヂ)　これ女囚､お前が劉玉娘か｡どうして間男を作り夫を毒殺などしたのじゃ｡前任者のまちがいではな かとも思うが､言い足りないことがあれば､ありのままに申してみよ｡わしが取りはからってやるぞ｡(劉玉娘)　何も申し開きすることはございません｡(府ヂ)　囚人に開きがない ら取-調べても何になろう｡筆を持 なさい｡わしが｢斬｣ 判決を記すから､刑場に連れて行き処刑するがよい｡(張子､劉玉娘を押し立てて出 行くしぐさ)　(劉玉娘)　ああ'誰 わたしを助け -れるでしょう｡
府声という活官の登場によって令史という汚更の所業が明るみに出るのかと期待させるが､ことは簡単には進ま


































される予定の女がおり､菟罪を訴えております｡死ぬのを恐れて何とか助かろうとしていることは確かですが､もしかす と役所のお裁きに誤りでもあったのかもしれません｡どうかご検討ください｡(府ヂ)　その一件は前任者が裁きをつけた｡粛令史が担当じゃ｡(張鼎)　粛令史'わしは六案都孔目に過ぎない身だが､こ ような人命に関わる重大事件､なぜわし 知らせなか じゃ｡(令史)　張鼎どのは農村視察にお出かけであったからじゃ｡まさかずっと待っているわけ もい-まい ( )　調書を見せてくだされ｡
調書には､劉玉娘が自白した内容が書かれているが､張鼎は不明な点が多すぎることを指摘する｡李徳昌が持っ
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撒了一胞尿｡(莱)　誰間休這個来｡(高)　這個是寄書的因地'我人的城時来､我曾閑人来､那人家門前弔着























(李)我随身帯着薬'掌与老夫人吃去｡ )　将来､我送去｡(倣送薬回科) (莱)張子､休看老夫人吃薬如何｡(張)　理会的｡(下)　(随上)　孔目寄寄､老夫人吃了薬'七薮逆流鮮血死了也｡ 賓慮医､休聴得麿｡老夫
人吃下薬､七薮逆流鮮血死了也｡(李)　孔目寄寄､救我伯｡(莱)　我如今出脱休､休家里有甚魔人｡(李)　我有個老子｡(莱)多大年紀了｡(李)　俺老子八十歳了｡(莱)　老不加刑'則是罰購｡賓慮医､休若槍的仰老子'我便出脱的休 休若捨不的阿'出脱不的体 謝了 ｡(莱)　我如今説与件｡我使道'賓慮医｡体説､小的｡我使道､誰合毒薬来｡弥使道､是俺老子来｡我使道､誰生情造意来｡休便道'是俺老子来｡我使道､誰掌銀子来｡休便通､是俺老子 ｡我 '不是体感｡休使道､並不干小的事｡仰這般説､繰出脱的称 (李)　謝了寄寄 ｡
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(李文道)　わたしは薬を持っておりますので､奥方に飲んでいただきましょう｡(張千)　渡せ､わしが持っていく｡(薬を持っていって戻ってくるしぐさ)　(張鼎)張千､奥方は薬を飲んでどうなったか見てこい｡(張千)
かしこまりました｡(退場)　(次いで登場)　孔目の兄貴､奥方は薬を飲んで､七つの穴から血を流し 死んでしまわれました｡(張鼎)　賓慮医､聴いたか｡奥方は薬を飲んだあと七つの穴から血を流して死んでしまわれたぞ｡(李文道)　孔目の兄貴､お助けくださ ｡(張鼎)　お前を助けてやろうと思うが 家には誰がいる｡(李文道)　おやじがおります｡(張鼎) いくつじゃ｡(李文道 親父は八十にな-ました｡(張鼎)　老人には刑を加えず､罰金のみじゃ｡賓慮医､お前がおやじを身代わ-にするなら救ってやろう｡それができぬなら救えぬな｡
(李文道)　恩に着ます､兄貴｡(張鼎)　いいか'よく聴け｡わしが｢寮慮医｣と言ったら､お前は　｢わた-





























投げるが､狙いがはずれて水がめをこわし､出てきた奥方と口論になる｡次いで劉平遠が出て-ると､王小二は｢お前の犬に暖まれた｣と言いがかりをつけて罵りあいになり､王は劉に｢人通-の少ないところで出-わしたら殺してやるぞ｣とすごむ｡それを聞いた奥方は王小二に'百日以内に夫の身 何かあったら王の責任 あるという証文を書かせ ｡･第二折　(正末は前半 劉平遠･後半は張鼎､場所は前半が劉員外の家､後半は役所)‥
劉員外の奥方は太活庵の道士至~矧楓と密通している｡玉小二に証文を書かせたのを利用して夫を殺して王知観と
一緒になろうと考え､王知観を呼んで､劉員外が借金の取立てに出かける折にその帰り道を狙って員外を殺し､証
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人にしかける畏 一端 担うなど、劇の後半 活躍する。④証拠の品
「魔合羅」では高山にもらった魔合羅が劉玉娘の家にあったこと、「勘頭巾」では員外の頭巾と輪飾りが故意に
ある場所に置かれたこ が解決の手がか になる。つまり、どちらもある品物が証拠 わけだが、魔合羅が劉玉娘の家の棚の上に置かれたのは、息子の仏留がそれをほしいとねだったか であり、 ちんと伝言 届けたという証拠にもなるからであって、いずれにしても高山の善意 しるし ある。
一方「勘頭巾」で頭巾と輪飾りがとあ
る井戸のそば 石板の下に置かれたのは、王小二 虚偽 自白 知った真犯人王知観がつじつまを合わせて王小二の容疑を確かなものにするためであり 明らか 悪意 ら出たものであ 。⑤記憶の糸
「魔合羅」では、張鼎が事件に疑問を抱いて取調べを行ううちに、劉玉娘は夫が病気である 知らせてくれたの
が魔合羅売りであったことを思い出 。「勘頭巾」では、王小二ではなく役所の張千が、 が証拠の品 隠し場所
25　　　変奏されるドラマ
を自白したときに藁売りがそれを聞いていたことを思い出す｡このあと､解決までの過程は次々と記憶の糸をたぐりよせることによって展開する｡｢魔合羅｣　では､まず劉玉娘の家の魔合轟を取ってきて　｢高山作｣　の銘を見つける｡高山 連れてきて問うと'李文道と話したことを思い出す｡そこで李文道 召喚するわけである｡｢勘頭巾｣の場合は､藁売りを連れ 張鼎があれこれ尋ねるうちに､証拠の品のありかを道士に話したことを思い出す｡そこで張鼎 まず員外の妻を召喚する｡⑥自白を誘う民
張鼎はあくまでも真犯人の自白を引き出そうとして'そのために民をしかける｡｢魔合羅｣　では'李文道を呼ん





































( 3 5 )
｢魔合羅｣は孟漢卿撰'｢勘頭巾｣は孫伸幸操である｡元末の人である錘嗣成の　『録鬼簿』　は二人を｢前輩巳死名公才人有所編伝奇行子世者｣として載せているが､伝記的記述はなく､孟漠卿については　｢毒州人｣､孫伸章については　｢大都人｡戎云李伸幸｣と記すのみである｡しかも､孟漢卿の作品としては　｢張鼎智勘魔合羅｣を載せるものの'孫仲章の作品には　｢勘頭巾 　は含まれていない｡一方で'｢方今才人相知者､紀其姓名行実井所編｣　の一人である陸登善の作品として　｢張鼎勘頭巾｣を載せているが､これ 現在伝わ 　｢勘頭巾｣とどのような関係にあるのかは不明である｡したがって､この二作品の前後関係･影響関係について'テキスト以外に根拠とすべきものは
存在しないといえよう｡
『録鬼簿』にもあるように'元雑劇の作者は｢才人｣と呼ばれ､｢書会才人｣という用例もあることから､｢才人｣
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( 3 9 一
を生み出してきた｡たとえば'ある出来事が小説として記録され､さらにそ ヴァリエーションとして語-直される｡ある場合には語り物として､またある場合には戯曲とし 編成されることにもなる｡このような語-直しは､文言と白話とのちがいをも越えて繰-返されてきた｡
｢魔合羅｣と　｢勘頭巾｣　についても'｢魔合羅｣が先に作られ､｢勘頭巾｣　はその一つのヴァリエーションである




ことにはすでに触れたが'｢勘頭巾｣は逆に､すべてが滞りなく運びすぎる嫌いがある｡王小二に証文を書かせた劉員外の奥方は早速に殺人計画を立て､その実行を依頼された王知観は指図どおりに員外を殺す｡何もかもが んとん拍子に進む｡しかも'｢魔合羅｣　において賓慮医が薬と偽って毒を飲ませるという方法は必然性を感じさせるが'｢勘頭巾｣　では主知観が員外を殺した方法については全-描かれていない｡員外は眠っていたので､絞殺か撲殺であろうと思われるものの､ト書きに 王知観'登場し 劉員外を殺すしぐさ｣'そのあとのせりふには　｢したぞ｣とあるのみで具体的なことは何もわからないのである｡王小二が牢に入れられたあとも 藁売りはあま-にも都合よく主知観に出会って､牢で小耳 挟んだ情報を漏らし' 知観はすぐさま証拠の品を置きに行-｡言葉は常 正確に伝達され ､そのことが逆説的にぎこちなさとなっているのである｡
ところで､二作品にはこれまで言及した以外にも､些細な一致が見られる箇所がある｡まず､冒頭箇所での　｢百















殺された李徳昌ではない｡李徳昌は死んで まった時点で物語の外へ出てしま のであり､劇のその後の展開になんら影響を及ぼすこと 最後に府平から判決がいいわたされ､関係者に賞罰が下される場面でも､李徳昌への言及は全くないのである｡
これは'もともとは鎮魂のために必要とされた裁判劇の構造が'鎮魂という目的から独立して作品を生み出して
いるということではないだろうか｡鎮魂から離れ も､その裁判劇としての構造は､真実を明らかにするための論理的手続きを要請する｡その論理性が､あた も現代 おける法廷劇ある は推理劇のような作品を成立させてい
L I 4 2 〕
るのだ｡
だが､一方ではこのように 考えられるのではないか｡死者となった李徳昌はもはや人物として劇に登場するこ
とはないが､その死をめぐる真実こそが亡霊となって 中をさまよっ いる だ､と｡真実は､劇の外にいる観客/読者にはわかっていても､劇中ではなかなか到達できないものとして先送りにされる｡伝言の誤配によってもたらされた死が'さらに真実を誤配し､ は言葉にされることもなく忘却されたまま宙をさまよう｡張鼎は､論理の力によってその真実を明らかにし､判決として言明する｡真実 言葉によっ 伝達されることで劇は終わるのである｡忘却される危機にある真実　(=死者)　 亡霊を伝達不可能 ら救う劇　-　だとす ば'これもまた一つ鎮魂劇な かもし ない｡
32
























論語為政‥子Ht　視其所以､観其所由､察其所安､人蔦魔哉､人烏度哉｡元曲選本にはこの　『論語』　の引用部分はない｡元曲選本では､この曲の　｢菟屈｣を｢心事｣　 作り､｢忠生犯這等夕勾当｣は｢忠生遭這般菟屈網｣　に作る (古名家本 元刊
本に近い)｡





- v  
(お)「鬼三台」の曲の後で、張鼎は魔合羅を作った罪で高山を棒たたき八十回の刑に処し、高山は「魔合羅を作って八十回打たれ











































したがって'その裁判者としての本質は　｢神｣　に近く､ そのものも｢超幽建礁｣　における神仏'僧侶遺士による勧善懲悪の審判の形をひきずっ いるとい ｣　(`二七頁)0
(42)　このような劇は果たしてどのような場で上演されたのだろうか｡祭紀性は薄い一方で､殺人や菟 あっかい官吏を馬鹿にし
た内容を含んでいるため､宮廷や宗族家堂で演じられたとも考えにくい｡となれば'市場地において勾欄･妓院で演じられた可能性が高いであろう｡特に重要な役割を果たす登場人物が行商人であることから見て ､市場地に往来する商人を観客として想定することができる ではないか｡
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本稿は平成一九∴一〇年度科学研究費補助金基盤研究　(B)　｢中国近杜白話文学の電子化状況情報及びコーパスの共有基盤の構
築に関わる基礎的研究｣　の成果の上部である｡
